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 2010 G. O. Sars cruise led by Prof. Rolf Pedersen at Centre for Geobiology, University of Bergen was performed between 
July 8 and 20 in three areas in the Arctic Atlantic, Haakon Mosby Mud Volcano (HMMV), Knipovich Ridge and Loki’s Castle 
hydrothermal field. AUV HUGON 1000 test dives were conducted at HMMV for the detailed seafloor topographic survey and 
seafloor photographic survey. Then, limited-days reconnaissance survey for hydrothermal system was done on the Knipovich 
Ridge by CTD and HUGIN dives. Detailed sampling by the ROV Argus as well as detailed seafloor topographic mapping by 





ラックスモーカーを含む海底熱水系がある他、約 3万年前の大規模海底地滑りの後に生じた Haakon Mosby Mud 
Volcano(HMMV)は世界で最も研究が進んでいる海底冷湧水系-泥火山のひとつである。また、この海域は世界の海
洋深層大循環の起源水が深海に潜り込む場所でもある。 
 標記航海はベルゲン大学の時限付 COEである Centre for Geobiologyを率いる Rolf B. Pedersen教授が首席を勤め、
2010年 7月 8日～20日、Tromoso入出港で実施された。この航海は今年度航海の後半部分になり、内容は大きく
三つに分けられ、Forsvarets forskningsinstitutt (FFI, Norwegian Defence Research Establishment)の AUV (Autonomous 
Underwater Vehicle) HUGIN 1000の運航試験を兼ねた HMMVの探査、Knipovich海嶺の CTDと HUGINによる海底
熱水探査、2008年に発見された世界最北のブラックスモーカー海底熱水系 Loki's Castleでの ROVによる試料採取
と HUGINによる微地形詳細探査であった。 






















きない。German et al. (2008) で提唱した AUVを用いた海底熱水活動の３段階探査手法の論文では Germanとの間
で AUVは潜航でカバーできる範囲が狭いので、AUVの投入に最適な場所を絞り込む Phase 0調査の重要性を議論
し、その点を強調したつもりであったが、AUVで Phase 1から 3への絞り込みで海底に熱水活動を絞り込むこと





年のカリブ海 Cayman Troughの調査では水深が 5,000mを超えるため、Tow-yoではなく、一定間隔の垂直 CTDで
Phase 0の絞り込みを行おうとしたが、途中から AUVの Phase 1調査を並行させたため、Phase 0の絞り込みが中途
半端になり、航海中に海底での熱水活動場所の特定には到らなかった(German et al., 2010)。Cayman Trough航海で
は Hybrid-ROV NEREUSの AUV modeの潜航で CTD-tow-yoもどきの運動もさせたが、海底面上の遅い巡航速度に
設計された AUVでは上下方向の運動を速く行うことは難しいことが実証されるに留まった。 
 G. O. Sars航海では CTDウィンチのブロックが曳航に不適な形状をしているため、海底水深は AUV HUGIN 
1000の可航深度 3,000mを超えていたが、想定される non-buoyant plume level を挟んで上下させながら航走する実










 最後に調査した海底熱水系 Loki's Castleは Eastern Mohns海嶺から Knipovich海嶺へ方向が変化する場所の玄武岩
質枕状熔岩からなる火山性リッジ上に位置し、317度の熱水を噴出するブラックスモーカーが存在する。熱水の塩
分濃度は海水より少し低く、海底下の沸騰、相分離を示唆する他、メタンやアンモニアの濃度から熱水への堆積
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